【　心のバリアフリー教室実施プログラム　】
―ステップ１　市の職員による教室―

■学習の目標　「知る」
・わたしたちの街には様々な人がいて、人それぞれ困ってしまう場面が違うことを知る
■時間割　　　
・〇月〇日（〇）（授業は９０分）
※〇時〇分学校に到着予定
	
	クラス
	担任
	講師
	補助
	記録

	１～２時間目
8:50～10:25
	　１組
　
	Ａ先生
	▲１
	▲２
	▲３

	３～４時間目
10:45～12:20
	　２組
　
	Ｂ先生
	▲２
	▲３
	▲４

	５～６時間目
13:45～15:20
	　３組
　
	Ｃ先生
	▲４
	▲５
	▲２


・〇月〇日（〇）（授業は９０分）
※〇時〇分学校に到着予定
	
	クラス
	担任
	講師
	補助
	記録

	１～２時間目
8:50～10:25
	　４組
　
	Ｄ先生
	▲１
	▲２
	▲３

	３～４時間目
10:45～12:20
	　５組
　
	Ｅ先生
	▲２
	▲４
	▲４

	５～６時間目
13:45～15:20
	　６組
　
	Ｆ先生
	▲４
	▲５
	▲２


■実施場所
　 ・各教室
■持ち物
　 ・パソコン・・・・・・・・・・・・１台
　・ＤＶＤ・・・・・・・・・・・・・１枚
　・延長コード・・・・・・・・・・・１本
　・点字ブロック・・・・・・・・・・６セット
・ワークシート・・・・・・・・・・児童人数分＋予備

　・席札（１班から６班）・・・・・・・各１枚　※グループワーク時に席に置く
　・お家から公園までマップ・・・・・・６枚　 ※グループワーク時に各班で参考にする

　・デジカメ（記録する場合）・・・・・１台
　・ビデオカメラ（記録する場合）・・・１台
　・三脚（記録する場合）・・・・・・・１脚
■プログラム概要　
　　講義の中で、歩行体験やグループワークがあるため１クラスを６班に分け、以下を実施
	時間
	項目
	備考

	０．はじめに　　【２分】

	２分
	· 自己紹介、全４回の第１回目であることの説明
→アイスブレイク、今後も続くことの意識付け
· 市役所の仕事の紹介
→市役所の仕事「みんなが安心して過ごせるまちづくり」
→そのためにみんなができることを考えていく授業である説明
	

	１．人によってこまりごとがちがうことを知ろう（講義）　　【１１分】

	１分
	（１）わたしたちのまちにはどれくらい人がいる？
· たくさんの人が住んでいることを強調
	

	５分
	（２）わたしたちのまちにはどんな人がいる？
· さまざまな人が住んでいることの説明
· 人それぞれ違いがあることの説明
　→さまざまな人がいて、人それぞれ違いがあることを強調
	Ｐ１
動画

	３分
	（３）こまってしまう場面も人それぞれ
· 困ってしまう場面も人それぞれであることの説明
　→人によっては困らない場面でも人によっては困ってしまう場面があることを強調
	Ｐ２
動画

	２分
	（４）こまっていそうな人を見かけたら
· 困ってしまう場面はみんなにもあることの説明
　→困ってしまう場面の自分事化
　→困っている時に声をかけてもらえた時のうれしさを想起

　→声かけの大切さを強調
	Ｐ３
動画

	２．実際に声をかけてみよう（体験）　　【２２分】

	８分
	（１）点字ブロックを歩いてみよう①
· まずは一人で目をつむって歩いてみる
　→一人で歩く時の不安感、困り感を体験
	Ｐ４～５
動画
※途中体験

	１４分
	（２）点字ブロックを歩いてみよう②
· 職員が二人一組で歩いてみる（２パターン例示）
· １パターン目は、相手にどうして欲しいかを聞かないお手伝い
· ２パターン目は、相手にどうして欲しいかを聞いてからお手伝い
→２つのパターンの違いを強調
→相手がしてほしいお手伝いを聞くことが大切

· 子どもたちが二人一組で歩いてみる
→声をかけてもらえることの安心感
→相手がしてほしいお手伝いを聞くことを実践
	Ｐ６～８
動画
※途中体験

	３．まちなかをみてみよう（ケーススタディ）　　【１０分】

	５分
	（１）こまっている人がいたらどうする？①
· どんな人で何に困っていて、どう対応するかを考える
→相手の困りごとは聞いてみないと分からない（決めつけない）
※耳が聞こえない人かもしれない、日本語の分からない人かもしれない

→必要とするお手伝いが相手によって違うことを知る
※耳が聞こえない人と日本語の分からない人では対応が違う
	Ｐ９
動画
※途中感想聞く

	５分
	（２）こまっている人がいたらどうする？②
· どんな人で何に困っていて、どう対応するかを考える
→相手の困りごとは聞いてみないと分からない（決めつけない）
※人によってはお手伝いを必要としていない場合もあることを知る
※立っている方が楽かもしれない、断られることもあるかもしれない
――――――――　前半をまとめる　――――――――――
	Ｐ１０～１１
動画
※途中感想聞く

	４．みんなで考えよう（グループワーク）　　【３８分】

	３分
	（１）問題の説明
· おうちから公園までの道のりでの困りごとを考える
· Ａさんは１・２班、Ｂさんは３・４班、Ｃさんは５・６班が考える
· Ｄさんを例題としてフローに沿ってみんなで一緒に考えてみる
→考え方のフローを共有
→答えを一つにする必要はないことを強調

※Ｄさんは外国人？視覚障がい者？内部障がい？
	Ｐ１２～１４
動画
※途中感想聞く

	１０分
	（２）個人ワーク
· まずは一人でワークシートを記入
→おしゃべりしない、一人で考える
	ワークシート
お家から公園までマップ

	１０分
	（３）グループワーク
· 個人ワークの結果を発表
→他の人の発表をワークシートに書き留める
→発表者はグループ内で出された意見を発表できるよう準備
	ワークシート
お家から公園までマップ

	１５分
	（４）発表
· グループごとに発表者が全体発表

→同じＡさん、Ｂさん、Ｃさんについて考えた班でも、様々な意見があることを知る
→様々な人がいて、人により困りごとやお手伝いの方法が違うことを知る

――――――――　後半をまとめる　――――――――――
	ワークシート
Ｐ１５
動画

	５．ふりかえり　　【７分】

	７分
	（１）ふりかえり
· 学習カードステップ１を記入する
	学習カード


2

